
上半期のプランをベースにしながらも、目標達成について、学年やブロックで子どもたちの様子を評価し、プラン
をアレンジしていく。
○「南小体力アップ大作戦」として、以下のような取り組みを設定する。
・鉄棒うんてい月間では、技のポイントが書かれたカードを配布したり、手本の映像をロイロノートで見られるように
したりして、友達同士やなかよし学年と教え合って取り組めるようにする。
・ ドッジボール（ドッヂビー）集会では、より多くの児童がボールに触れて楽しめるようにルールを工夫することで、
児童が意欲的に取り組んだり、運動への関心を高めたりできるようにする。
・長縄集会では、集会に向けて、クラスや学年ごとに目標を設定し、休み時間などを利用して練習に取り組めるよう
にする。
・短縄月間では、技を映像で紹介したり、自分に合ったカードを選択したりするようにする。
・持久力や柔軟性を高める集会等を運動委員会の児童が中心となって、企画・運営する。
・「ぱくぱくキングへの道」を毎日紹介し、日常的に食に関する情報にふれるようにする。
・「給食だより」を活用して、食育に関する情報を発信していく。
・学校保健委員会では、身近なところから健康を守ることができることを意識できるテーマを設定して取り組んでい
く。
○体育科研修の実施。

（１）学力に関わる児童生徒の実態

○学力は横浜市平均と大きな差はない。学習や生活
意識はやや高い傾向にある。（学状）

○友達とのかかわりを通した学びへの意識は、横浜
市平均に比べると低い。（学状）
○「自分の思いや考えを表現している」と答えた児童
の割合が低い傾向にある。（校内アンケート）

（２）これまでの学校の取組状況
　重点研究では、身につけさせたい力を明確にし、相
手意識をもてるような単元づくりを行ってきた。また、
普段の学習では、めあてと振り返りを大切にしながら
子どもが主体的になれるような学習を行ってきた。

①子どもたちが学びの主体となり、生き生きと自分を表現できるような学習を行う。
②子どもたちがかかわりの中で学びを深め広げていけるような、対話的な学習を行う。

（１）健やかな体に関わる児童生徒の実態

　

　体を動かすことが好きかというアンケートには、市平
均よりやや多い９０％の児童が「好き」「どちらかといえ
ば好き」と回答している。
　学年・性別・種目により差はあるが、持久力（２０ｍ
シャトルラン）、柔軟性（長座体前屈）、筋力（握力）が
市平均を下回っている。投力（ソフトボール投げ）や瞬
発力（立ち幅跳び）、筋力・筋持久力（上体起こし）は、
市平均を上回っている。
（２）これまでの学校の取組状況
　運動委員会の取り組みを軸にして、様々な運動に親
しむ機会を確保することができた。学校保健委員会で
は、手洗いの大切さについて発信することができた。
食育だよりを活用しての家庭への情報発信、ぱくぱく
キングへの道を毎日発行することで日常的な食への
興味関心が高まるようにすることができた。

・意図的計画的に、子どもたちが運動に慣れ親しむ機会を設定する。
・子どもたち自身が運動する楽しさや喜び、体を動かすことの良さ、自己の体の様子に気づいたり、健
康的に生活することについて考えたりすることができるような学習を行う。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

【低学年】
①様々な表現方法を体験することで、表現する喜びを味わえるようにする。
　　（表現する場の設定　モデル　価値づけ）
②自分の考えをもち、友達と話したり聞いたりする場面を多く設定する。
　　（発問　考える時間の設定　グループ編成　モデル）
【中学年】
①自分で伝える方法を選んで表現し、相手に伝わる喜びを味わえるようにする。
　　（表現方法の提示　教科横断的な計画　感想の交流　振り返り）
②友達と考えを交流することで、自分の考えを広げることができるようにする。
　　（交流する時間の設定　グループ編成　振り返り）
【高学年】
①目的や相手意識をもって表現できるようにし、振り返りを行うことで身についた力を明確にする。
　　（見通しがもてるような単元計画　ペア活動の活用　振り返り　資質能力の掲示）
②先人や校内外の人、友達と自分の考えを比べることで、学びを深めることができるようにする。
　　（先哲の考えの提示　批判的思考の育成　コミュニケーション能力の育成　協働学習）

上
半
期

○「南小体力アップ大作戦」として、以下のような取り組みを設定する。
・鉄棒うんてい月間では、技のポイントが書かれたカードを配布したり、手本の映像をロイロノー
トで見られるようにしたりして、友達同士やなかよし学年と教え合って取り組めるようにする。
・ ドッジボール（ドッヂビー）集会では、より多くの児童がボールに触れて楽しめるようにルールを
工夫することで、児童が意欲的に取り組んだり、運動への関心を高めたりできるようにする。
・長縄集会では、集会に向けて、クラスや学年ごとに目標を設定し、休み時間などを利用して練
習に取り組めるようにする。
・短縄月間では、技を映像で紹介したり、自分に合ったカードを選択したりするようにする。
・持久力や柔軟性を高める集会等を運動委員会の児童が中心となって、企画・運営する。
・「ぱくぱくキングへの道」を毎日紹介し、日常的に食に関する情報にふれるようにする。
・「給食だより」を活用して、食育に関する情報を発信していく。
・学校保健委員会では、身近なところから健康を守ることができることを意識できるテーマを設定
して取り組んでいく。
○体育科安全研修、水上安全研修、体育科研修の実施。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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上半期のプランをベースにしながらも、目標達成について、学年やブロックで子どもたちの様子を評価し、プラン
をアレンジしていく。
【低学年】
①様々な表現方法を体験することで、表現する喜びを味わえるようにする。
　　（表現する場の設定　モデル　価値づけ）
②自分の考えをもち、友達と話したり聞いたりする場面を多く設定する。
　　（発問　考える時間の設定　グループ編成　モデル）
【中学年】
①自分で伝える方法を選んで表現し、相手に伝わる喜びを味わえるようにする。
　　（表現方法の提示　教科横断的な計画　感想の交流　振り返り）
②友達と考えを交流することで、自分の考えを広げることができるようにする。
　　（交流する時間の設定　グループ編成　振り返り）
【高学年】
①目的や相手意識をもって表現できるようにし、振り返りを行うことで身についた力を明確にする。
　　（見通しがもてるような単元計画　ペア活動の活用　振り返り　資質能力の掲示）
②先人や校内外の人、友達と自分の考えを比べることで、学びを深めることができるようにする。
　　（先哲の考えの提示　批判的思考の育成　コミュニケーション能力の育成　協働学習）

下
半
期

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①単元導入時には、先を見通しながら学習を進めることができるように、めあてや学習活動、学習計画などを子
どもと共有する。②子どもが自分の伸びや学びの状況を掴めるように、毎時間や単元終末の振り返りを評価規準
をもとに行う③子どもが自分の考えや思いを自信をもって表現していくことができるように、学習の中で対話場面
を増やす。

健康教育
①運動委員会主催の運動集会を通して、運動する機会を設定する。➁安全で楽しい体育学習を行うことができる
ように、授業改善に向けた研修を行う。③学校保健委員会では、子どもが健康について自分事として考えること
ができるよう、子どもの実態に即したテーマを設定して取り組み、情報発信する。

担当 学習マネジメント部 担当 指導部・体育部

学力向上に関わる本校の状況

「自ら学び　やさしい心で　たくましく生きる　子ども」

【健康な心とからだをもち、自分も友達も大切にしながら、
　　　　自らの言葉で伝え、行動できるたくましい子どもを育てます。】

（１）豊かな心に関わる児童生徒の実態

　令和４年度末に実施した学校評価アンケート結果から、思いや
りをもって人と接することが大切であるという心情は児童の中で
醸成されてきたように読み取れる。「なかよし活動」などに取り組
む姿からも、他者に対する思いやりや優しさが感じられる姿が多
く見られるようになってきた。
　それに対して、規範意識についてはまだ足りないと感じている
児童も多い傾向になっており、あいさつについては児童・保護者
ともにまだ改善の余地があると感じていることが読み取れる。学
校で過ごしている児童の様子からも、規範意識やあいさつにつ
いては、より充実した指導が必要であると感じられる。
（２）これまでの学校の取組状況
　職員に対して道徳教育に関する研修を行い、すべての学校教
育活動を通して道徳教育を行うことについての意識を高めたり、
年に一度「特別の教科　道徳」の授業を保護者に公開して授業
力の向上や保護者の道徳教育への理解の深化を図ったりする
ことで、学校全体の道徳教育への関心を高めてきた。
　コロナ禍の中でも可能な限り異学年交流を行い、人間関係を
豊かに広げていけるように、計画的に「なかよし活動」を実施して
きた。
　人権週間には各学年の発達段階や児童の実態に応じた人権
に関する道徳授業を行い、多様性への理解を深めたり、いじめ
は絶対に許されないという意識をもたせたりと、様々な視点から
人権意識を高められるように計画的に取り組んできた。

・全教育活動を通して道徳教育の充実を図り、人権感覚や規範意識が育成されるような指導を意識して取り入れる。
・道徳の授業や「なかよし活動」などを通して、友達や周囲の人たちに対する思いやりの気持ちやかかわり方への理解を深める。
・各学年の校外学習や体験学習等や人権週間の取り組みを通して協働することの素晴らしさや他者を思いやる心を育てる。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
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○道徳教育全体計画に基づき、年間指導計画の見直しを行う。
○「道徳教育全体計画　別葉」の見直しを行い、より見やすく分かりやすい形で作り直し、より教育活動全
体で道徳教育が意識されるようにしていく。
○全教育活動を通して人権感覚が育成されるような授業を意識して取り入れる。
○規範意識やあいさつの大切さを感じられるように、全職員で積極的に児童への声かけを行う。
○年に１回以上、全学級で「特別の教科　道徳」の授業を家庭・地域に向けて公開する。
○学級懇談会・学年懇談会などで、日頃の指導についてや家庭での指導について話す中で、道徳教育
や「特別の教科　道徳」との関連にも触れ、家庭との共通理解や連携を図って指導にあたる。
○「なかよし活動」をはじめとしたい学年交流を積極的に取り入れ、グループ内で互いを思いやる気持ち
や協力しようとする気持ち、すすんで他者とかかわろうとする心情などを育て、発達段階に応じた心の成
長を図る。
○それぞれの学年行事で児童に役割をもたせ、主体的に取り組めるようにする。
○道徳教育や「特別の教科　道徳」の授業づくりに関する理解を深めるために、職員向けに研修を行う。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

「自ら学ぶ力」
「表現力」

「他者意識」

具体化した資質・能力

自ら課題をみつけ、進んで学ぶ力
自分の思いを、分かりやすく伝える力

相手を思いやる気持ち
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上半期のプランをベースにしながらも、目標達成について、学年やブロックで子どもたちの様子を評価し、プラン
をアレンジしていく。
○道徳教育全体計画に基づき、年間指導計画の見直しを行う。
○「道徳教育全体計画　別葉」の見直しを行い、より見やすく分かりやすい形で作り直し、より教育活動全体で道徳
教育が意識されるようにしていく。
○全教育活動を通して人権感覚が育成されるような授業を意識して取り入れる。
○規範意識やあいさつの大切さを感じられるように、全職員で積極的に児童への声かけを行う。
○年に１回以上、全学級で「特別の教科　道徳」の授業を家庭・地域に向けて公開する。
○学級懇談会・学年懇談会などで、日頃の指導についてや家庭での指導について話す中で、道徳教育や「特別の
教科　道徳」との関連にも触れ、家庭との共通理解や連携を図って指導にあたる。
○「なかよし活動」をはじめとしたい学年交流を積極的に取り入れ、グループ内で互いを思いやる気持ちや協力し
ようとする気持ち、すすんで他者とかかわろうとする心情などを育て、発達段階に応じた心の成長を図る。
○それぞれの学年行事で児童に役割をもたせ、主体的に取り組めるようにする。
○各学年の発達段階や児童の実態に応じて、人権週間での取り組みとして、多様性への理解を深めたり、いじめ
について考えたりする授業に取り組み、人権感覚を養う。

中期取組目標
・主体性や表現力のある子を育てることをめざし、分かる授業を展開する
・人権教育をとおして、自分も周りも大切にする心を育みます。
・健康教育を通して、運動と食の大切さと自分の健康を大切する子の育成に努めます。
・地域社会とつながり、自立した子の育成に努めます。

人権教育
①あいさつや規範を尊重する意識を育てるよう指導する。②なかよし活動等の異学年交流を通して、互いの個性
を認め合い、思いやる心や関わり方について学ぶ。③人権週間の取組、道徳の授業の取組を通して人権意識を
高める。

担当 指導部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 能見台南小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


